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知っておきたい！

　

　健保連はこのほど、2025年度健康保険組合決算見込みを公表しま

した。賃金引き上げや被保険者数の増加によって保険料収入が増え

たことから経常収支差引額は2417億円となり黒字が見込まれるもの

の、依然、約4割の健保組合が赤字となる見通しです。被保険者の

標準報酬月額や標準賞与額に基づき算出される平均の保険料率は前

年度から0.03ポイント増の9.34%で、過去最高となりました。さらに、

被保険者1人当たりの保険料負担額も１万9343円（+3.6%）増の55

万9401円となり、過去最高を更新しました。

　収支内訳をみると、経常収入は4.7%増の９兆7004億円でした。

経常支出は2.2%増の９兆4587億円でしたが、このうち、高齢者医

療への拠出が経常支出全体の約４割を占め、３兆8859億円となりま

した。また健保組合は、被保険者とその家族が病気やけがをしたとき

に保険医療機関で受ける診療の自己負担分を除いた医療費を負担して

いますが、これに当たる保険給付費は4兆9556億円と全体の5割を

占めていました。

　26年度からは新たに約2347億円の子ども・子育て支援金の徴収

が始まりました。この支援金は27年度に約3000億円、28年度に約

4000億円へと引き上げられるため、さらなる負担増が見込まれていま

す。現役世代の負担能力には限界が近づいており、健保連は現役世代

の負担軽減につながる制度改革を訴えています。

　近年、がんや難病の治療に再生医療等製品や遺伝子治療薬など、新
たな技術を用いた治療法が登場しています。今年に入ってからも、筋ジ
ストロフィーの遺伝子治療薬やｉＰＳ細胞（人工多能性幹細胞）を使っ
た心筋シートの保険収載がニュースでも注目を集めました。このような
治療は、用いられる医薬品等の開発に多額の費用を要することから、１
回当たり数千万円～数億円に及ぶものもあります。
　これまで治療薬がなかった疾患や難病への治療の選択肢が増えるこ
とは、患者や家族に希望をもたらす一方で、費用負担への不安を感じる
人も少なくありません。日本には医療費の自己負担額が一定の限度額を
超えた分が、健保組合などの医療保険者から払い戻される「高額療養
費制度」があります。「突然の入院や手術、高額な薬の使用で医療費が
支払えるか不安だったけれど、健保組合のおかげで助かった」という声
にもあるように、高額療養費制度は、誰もが必要な医療を受けられるよ

う支えるセーフティーネットです。
　他方、高額療養費の支給金額は、2011年度に２兆円を超え22年度に
は約３兆円に達しています。このほど健保連が公表した、25年度にお
ける健保組合の1カ月当たり1000万円以上の高額な医療費の状況をみ
ると、件数は16年度から10年間で約６倍に増えていました。また、上
位100位にみられた疾患は、16年度は心臓手術や循環器系疾患、血友
病が主体でしたが、25年度はがんや先天性の難病など高額薬剤を使用
する疾患に変化していました。ただ、超高額で使用頻度の低い薬よりも、
やや高額な薬が長期間にわたり継続使用されるケースが増加する傾向も
みられ、医療保険財政を圧迫する要因になっています。
　この貴重なセーフティーネットを将来世代へ引き継いでいくために
は、医療保険財政が直面する現状を国民全体で共有し、持続可能な制
度のあり方を考えていくことが求められています。

医療保険制度の持続可能性を
進む医療の高度化
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